仕　　様　　書
１　本仕様書は，植物公園専用水道管理業務に適用するものである。

２　本業務は，植物公園専用水道を適正に管理し給水の安全性を確保することを目的とする。
３　本業務は水道法（以下｢法｣という。）第19条に規定する資格を有する水道技術管理者（以下「管理者」という。）及び管理者を補助する者（以下「補助者」という。）が業務に従事しなければならない

　　受託者（以下「乙」という。）は、本業務に従事させる従業員(管理者及び補助者)名簿（管理者が有資格者であること確認できる書類を添付すること）を作成し、委託者（以下「甲」という。）へ提出しなければならない。
４　管理者は、法第19条第2項に規定する次の事務を行い、及び同事務を補助する補助者を監督する。
（１）水道施設が法第5条による施設基準に適合しているかどうかの検査
（２）給水開始前の水質検査及び施設検査

（３）給水装置の構造及び材質が基準（法第16条）に適合しているかどうかの検査

（４）定期及び臨時の水質検査（法第20条）の実施
（５）管理者及び補助者の法第21条に規定する定期及び臨時の健康診断の受診
（６）塩素消毒などの衛生上の措置（法第22条）

（７）給水の緊急停止（法第23条）

（８）市長の給水停止命令による給水停止（法第37条）

５　日常の業務
　（１）　甲は、専用水道の日常の検査を行う甲の職員(以下｢職員｣という。)を定める。職員は、毎日次に掲げる項目について検査を行い記録する。検査の結果、異常だと思われる項目があった場合は、直ちに管理者に報告する。
1 残留塩素濃度

2 色度　

3 濁度

4 臭気

5 味

　（２）管理者は、職員から（１）の検査結果に異常がある旨報告があった場合及び施設等に異常が発生した旨連絡があった場合は、ただちに現場に急行し、適切な措置を講じなければならない。
　（３）管理者は、職員から異常の報告がない場合も、1週間に1回の割合で植物公園に

　　　出勤し、職員が行った毎日検査の結果報告を点検するとともに、４で定める専用水道施設の状態確認点検を実施する。

　　　　４（１）の点検検査項目は次の項目とする。ただし、必要に応じ検査項目について、甲乙協議の上定めることができる。

　　　　①　取水施設

　　　　　　取水量の状況、原水の汚染状況、施設及び周辺の清潔保持、立入禁止等の措置状況、施設及び運転の状況

　　　　②　送排水施設

　　　　　　漏水防止等の状況、施設及び運転の状況、施設及び周辺の清潔保持、立入禁止等の措置
　　　　③　維持管理

　　　　　　管末における水の水質、立入時の水質の状況、水質検査計画の状況、毎日検査の状況、水質検査の状況、健康診断の状況、管理記録の保存、管理日誌の状況、作業手引書・図面等の整備状況

　　　　④その他

　　　　　　確認を要する変更の有無、届出の状況　　　　　

　（４）管理者は、（３）の点検を補助者にさせることができる。ただし、１ヶ月に１回以上の割合で管理者が植物公園に出勤し、点検を行わなければならない。

　　　　乙は、専用水道施設の状態確認点検の結果を、その都度文書で甲に報告しなければならない。報告書の様式については、職員と協議して決定する。

６　水質検査

　　管理者は、水質検査計画の基づき、４（４）で定める水質検査を行う。
　　水質検査は、水道水質検査機関（厚生労働大臣検査機関）が行わなければならない。乙が厚生労働大臣検査機関でない場合は厚生労働大臣検査機関に検査依頼することとし、当該水質検査に要した費用は、管理者が負担する。

　（１）水質検査の回数及び検査項目

　　　　別紙のとおり

（２）採取場所等
　　　　採取場所：広島市植物公園　森のレストラン厨房内又は森のカフェ内
　　　　水質検査する水の採取は，管理者が行い採取に必要な器具等は管理者が用意することとする。

（３）水質検査結果は，毎月甲に報告すること。報告書様式については，職員と協議し決定すること。なお，検査結果に異常等があった場合は，ただちに適切な処置及び助言をしなければならない。

（４）作業日時

　　　　作業の日時については，職員と協議して決定すること。

７　その他
（１）乙は、４（５）で定める健康診断を受診したことを確認できる書類を提出しなければならない。

（２）貯水槽の清掃(年１回実施)にあたり、必要に応じ、指導、助言、立会、点検を行うものとする。　
（３）専用水道に係る申請書類等の作成は、管理者が行わなければならない。

　（４）本仕様書に明記していない事項については，職員と協議の上決定するものとする。
